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1 . 執筆要綱

現代社会において、主なエネルギー源として利用さ
れている化石燃料は有限な資源であり、将来資源の枯
渇化が懸念されている。 そのような中、 環境に優しく
経済面でも負担が少ない自然エネルギーが注目されて
し、る。

熊本県においても、「熊本ソー ラ ー産業振興戦略」を
掲げ、資源が膨大にある太陽エネルギ一利用を推進す
るために、太陽電池を用いた太陽光発電システムの普
及活動を行っている。 「熊本ソーラー産業振興戦略」の
一 環として、熊本産業文化振興株式会社、県内ソーラ
ー産業企業（富士電機システムズ ・ ホンダソルテック
等）、本学工学部建築学科との産学連携で、環境にやさ
しい太陽光発電の普及啓発と学生等に向けた教育プロ
グラムを兼ねたソーラーパーク事業を平成 20 年度よ
り具体的に展開している。
※熊本県ソ ー ラ ー産業振興略資料による

平成 22 年度の事業において、特に 本学科が参画した
ものは、具体的には 「太陽光発電で電力を利用する教
育プログラムj の小学生向けの太陽光発電利用による
プラネタリウム「ソラネタリウム」の制作 ・ 展示であ
る。 それは、県内ソーラー産業企業が製造している新
型の太陽電池の 特徴（薄い ・ 軽い ・ 曲がる）を生かした
エコハウスを制作し、太陽電池の新たな可能性を示し
たものである。今年度の本プロジェクトは、太臨先
発電の理解を支撞し‘ 昨年度制作したプラネタリ
ウムをより世善していくことにより‘ 太臨先発電
の可能性や来来をより詳細に示すと同時に‘ 理解
を支撞し‘ 普及啓発につながる企画・毘示・開発
を行うことを目的とする。

2. 概要と実施計画
．概要

ソーラーパーク事業における 「太陽光発電システム
常設展示jの一 環で昨年度作成した 「ソラネタリウムJ
をより発展 ・ 普及させていくための企画 ・ デザイン ・

製作 ・運営 ・ 維持管理を実施するプロジェクト。

・手順
従前プロジェクトの見匝し（問題点 ・ 改善点列挙）
太陽光の発電量と LED 照明のバランスを見直し、
メンテナンス回数の軽減。
常設展示以外での展示に対する移動 ・ 設置の工夫
改善0

・展示物を眺めてもらうにあたり、閲覧者に対する工
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夫・改善（展示物内にテー ブル等を製作） ←困
｜申請プロジェクト｜

パネルを含めての表現方法
無人の場合での展示方法
維持管理の方法 ・ 改善
メンテナンス方法の改善 （旧メンバーが月1回

の点検を行っている。）
2） 学側からのアイデア ・ デザイン提案と産側から
の技術説明 ・ 提案への指摘 ・ アドバイス等によるワ
ークショップ開催
3） 展示製作 ・ 設置
4）運営
5）維持管理

・ 実施概要
8-9月 前年度のフ。ロジェクトの 「ソラネタリウム」
を見学、月に2回程、学生、企業の関係者、先生を交
えて ミ ーティング

、
を行い改善点について話し合う。 改

善する際の目標として、－わかりやすさ、－楽しさ、 ・
快適さ、・丈夫さの4つを満たす案を各個人が考え、ミ
ーティングで関係者全員に発表した。

1 0 月 4 つの目標をもとに 3 チー ムに学生が分かれ
各々のチー ムが出した案のいい所を抽出した案が決ま
った。 テー ブル、ブラックライト、手持ちのハンドキ
ットの製作、換気を良くする為の構造の改良、配線の
組み直しとし、う事が決まった。

1 1 月 設計段階に入札学側からのアイデア ・ デザ
イン提案と産側からの技術説明・提案への指摘 ・ アド
バイス等によるワ ークショップを引き続き行った。

12-3月 実際に前年度に作成したソラネタリウム
を閲覧者に対して、工夫 ・ 改善するために、家具やハ
ンディツ ールなどを作成した。

・実施結果
・テ ーブル製作
－ブラックライト製作
・サイン、PV製作
・配線組み直し
－換気性能の改良

・テ ー ブル製作
厚さ6mmのアクリルを用いて、ソラネタリウム内にテ
ー ブルを作った。 展示空間内の LED が反射するように
なっている。 またどの LED がどの星座を表しているか
分かるように天板には、ブラックライトに反応する塗
料が塗られている。






